
 

 
 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

議員っていつも何してるの？と訊かれることがよくあります。わたし

も議員になる前まではピンと来ませんでしたが、実際になって、テレビ

などで見るイメージとだいぶん違うなあと思いました。 

わたしの場合ですが、議会以外では街頭演説、相談への対応、研

修会や会合などへの参加、道政通信の配布やホームページ・SNS な

どでの広報、講演などが主な活動です。また、プライベートでは地域の

行事に参加したり、飲食店や小売店などを利用したりし、みなさまとの

何気ない会話の中から道政に関する課題を見つけます。 

会期中以外は基本的に自分でスケジュールを決めることができま

す。朝は街頭演説のため比較的規則的ですが、日中に何をどのくらい

するかは自分次第、仕事に終わりはないため気が

つけば深夜ということもしばしばあります。そういっ

た面では自営業の方と近いのかもしれません。 

議員になって最もよかったと思うことは学びの機会が多いことです。様々な課

題について研修や視察などを通し、事業や活動などに接し話を聞くことで、知見

が深まりスキルアップにつながります。最もしんどいと思ったことは日常生活に

おいても常に公人として見られているため行動や言動にとても注意しなくてはな

らないことです。SNS などでの発信には細心の注意をする必

要があります。 

みなさまは議員にどのようなイメージをお持ちでしょうか？

実際に会ってみると意外な側面が見えてくるかもしれません。

イベント等やお買い物中などで見かけたら遠慮なくお声がけ

ください。日中は東区役所前の事務所または道議会にいるこ

とが多いので、どうぞお気軽にお越しください。 
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10 月 12 日～11 月 2 日に決算特別委員会書面審査、11 月 8 日～12 日に

決算特別委員会が行われました。わたしが行った質問についてお伝えします。 

 

⚫ 各種補助金等について（経済部） 

感染拡大防止ガイドライン策定普及モデル事業費や中小・小規模事業者感染予防対策等緊

急支援事業費などコロナ対策に関する事業者向けの各種補助金が創設されましたが、周知が

不足、対象からもれてしまう、申請が容易でないなど必要な事業者に十分に支援がいきわたら

なかったものもありました。この点について道の認識と今後の改善について質問しました。「団体

に所属していない事業者の皆様や個人事業者などを含め幅広い事業者の皆様が支援を受けら

れるよう適切な制度設計に努めてまいります。」との答弁がありました。 

 

⚫ 農福連携について（農政部） 

道では昨年度から農福連携の相談窓口を各振

興局に設置していますが、福祉事業所と農業者

等のマッチングの進捗について質問しました。国

では今後 5 年で 3000 経営体創出を目標に掲げ

ていますが、道では昨年度 35 件の相談があり、

委託契約 4件であったとの答弁でした。一層の推

進のため明確な目標の設定を求めました。 

 

⚫ 道路工事の適期施工について（建設部） 

昨年の第 3 回定例会で道は「可能な限り冬季の施工を避けた

方がよい工事についてはゼロ道債などを活用して早期発注を行

っている」と答弁しており、その実施状況について質問しました。

11 月までに完成した工事はゼロ道債を活用した工事を含め 228

件で全体の 7割との答弁でした。 

 

⚫ 子ども相談支援センター・ＳＮＳを活用した教育相談体制の構

築事業について（道教委） 

道教委では、北海道子ども相談支援センターによる電話、メー

ル、来所による相談を実施しています。また、平成 30 年から

「LINE」を活用した双方向の相談事業を実施しています。相談の

受付状況や結果の考察について質問しました。直接生活に関わ

りのない面識のない人だからこそ相談できることがあることにつ

いて実体験をもとに述べるとともに、引き続きの取り組みを求めま

した。 

決算特別委員会は前

年度に実施された事業

や計画について、予算

執行や実施の評価・進

捗などを質問する委員

会です。事前に行われ

る書面審査では決算書

類などを審査します。質

問項目は基本的に前年

度に実施されたことや

それに付随するものに

限られます。 



 

 

今年 9 月よりみなさま方より幅広くご意見を伺う取り組みとして

「ご意見カード」を始めました。裏面にご意見、ご提案、ご不満、地

域での困りごとなど自由に書いてポストに投函するというもので

す。受取人払ですので切手代はかかりません。メールや SNS、電

話が苦手という方にもご利用いただけます。なお、お名前や連絡

先の記入は任意としています。お預かりしたご意見について関係

部署との意見交換、現地視察などを行い、連絡先を記入いただ

いたものについては必ずわたしから返事をさせていただいており

ます。温かい応援のメッセージをいただいたほか、地域

課題に関する相談や、具体的な議会質問につながったも

のもあります。ご意見をいただいたみなさまに心より感謝

申し上げます。今後、ポスティングやダイレクトメールなど

にて区内に配布してまいりますのでどうぞご活用ください。

また、ご希望の方はご一報いただけましたらお送りいたし

ます。 

 

 

⚫ 道路に関すること 

最も多かったご意見は道路に関することで、通学路

の交通安全、路上駐車、街路灯に関すること、高規格

道路の建設に関することなど様々なご意見をいただき

ました。すぐに対応できる個別案件については道警な

どと相談の上で必要な対策を講じました。長期的な案

件につきましても引き続き取り組んでまいります。 

 

⚫ 野菜・果樹の育種について 

道では米や小麦、豆類の育種研究に大きく予算を割いている一方で、野菜や果樹の育種研

究はごくわずかです。決算特別委員会で質問として取り上げ、野菜や果樹についても用途を見

据えた育種研究に力を入れるよう求めました。 

 

⚫ 経済や中小・小規模事業者支援に関すること 

中小・小規模事業者支援に関し、これまで各種支援金や補助金等の周知、拡充、創設に取り

組んでまいりました。景気の回復には所得向上が重要である一方で、その影響を緩和できるよ

う事業者への支援も同時に行っていく必要があると考えています。事業者のみなさまのご意見

を伺いながら地域経済の活性化に努めてまいります。 

 



 

 
『冬の交通安全運動』の実施期間、各連合町内会のみなさまによ

る交通安全運動が行われました。日頃からの継続的な取り組みに

心より敬意と感謝を申し上げます。今回は伏古本町連合町内会の

みなさまと活動させていただきました。 

毎週日曜日に交通安全の呼びかけを行っております。活動場所

は主に東雁来ですが、「何処そこで何時いつやってほしい」などご要

望がございましたらぜひお知らせください。今後ともみなさまとともに

交通事故のない東区を目指し取り組んでまいります。 

 

 

 
LGBTQ に関することをはじめジェンダー平等、人

権などのテーマを中心に、各団体や地域、学校など

での講演やトークセッションを行っております。また、

高校や大学での研究発表のための問い合わせやイ

ンタビュー等も多数お寄せいただいております。多様

な人が認められ、活躍できる社会を目指す上で、わ

たしの生い立ちに関する話や議会でのこれまでの取

り組みなどについて多くの方に知っていただくことは重要な活動と考えておりますので遠慮なくお

問い合わせいただければと思います。なお、開催にあたっては十分な感染防止対策をとって頂き

ますようお願いします。オンラインでの講演も受け付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〒065-0011 

札幌市東区北 11条東 8丁目 1-3 高岡ビル 1階 

TEL: 011-733-6007 FAX: 011-733-6008 

ふちがみ綾子公式ウェブサイト 

http://fuchigamiayako.jp/ 
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つー勤務。2019年北海道議会議員に初当選。 
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